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と
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グ
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た
代
行
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結
び
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車
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▲

只
見
線
グ
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カ
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、コ
ー
ス
タ
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、赤
鉛
筆
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箋
、

三
石
神
社
参
拝
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ト
、只
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線
の
四
季
カ
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ド
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▲
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づ
く
り
協
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会
長
よ
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取
る
菅
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町
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只見線に手を振る観光まちづくり協会の方
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魅
力
あ
ふ
れ
る
只
見
線 

―
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只
見
線
と
は
―

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、福
島
県
会
津
若

松
市
と
新
潟
県
魚
沼
市
を
全
長
１

３
５
・
２
キ
ロ
で
結
び
、２
市
６
町
を

繋
ぐ
路
線
で
す
。こ
れ
ま
で
通
院
や

通
学
な
ど
の
地
域
住
民
の
足
や
観
光

路
線
と
し
て
沿
線
地
域
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

― 

魅
力
あ
ふ
れ
る
只
見
線 

―

　
平
成
13
年
10
月
に
全
線
開
通
30

周
年
を
記
念
し
て
会
津
若
松
駅
か
ら

只
見
駅
間
を
運
行
し
た
「
Ｓ
Ｌ
＆
Ｄ

Ｌ
会
津
只
見
号
」
に
よ
り
、
只
見
線

が
魅
力
的
な
路
線
と
し
て
一
躍
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
Ｓ
Ｌ
会
津
只
見
号
」

と
し
て
毎
年
、
春
と
秋
に
臨
時
列
車

と
し
て
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
Ｓ
Ｌ
」
を
は
じ
め
、「
風
っ

こ
」
な
ど
の
臨
時
列
車
の
運
行
が
始

ま
る
と
、
と
て
も
魅
力
的
な
路
線
と

し
て
、
人
気
が
出
始
め
、「
紅
葉
の

き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
全
国
１
位
」、

「
雪
景
色
の
き
れ
い
な
ロ
ー
カ
ル
線
第

３
位
」
な
ど
に
選
ば
れ
、
観
光
客
の

利
用
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、『
旅
と
鉄
道
』
２
０
１

６
年
５
月
号
の
「
好
き
な
Ｊ
Ｒ
ロ
ー

カ
ル
線
ラ
ン
キ
ン
グ
（
東
日
本
編
）」

で
１
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
中
国
版
ツ

イ
ッ
タ
ー
微
博（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）で「
世

界
で
も
っ
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
鉄
道
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
中
か

ら
注
目
を
集
め
、
主
に
台
湾
か
ら
の

観
光
客
が
増
加
し
ま
し
た
。

― 

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み 

―

　
平
成
23
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
の

被
害
を
受
け
た
只
見
線
は
、
２
０
２

１
年
度
中
の
全
線
復
旧
を
目
指
し
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
で
は
後
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
つ
な
が
れ

つ
な
が
れ
只
見
線
応
援
事
業
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
町
民
の

只
見
線
の
利
用
機
会
を
増
や
す
た

め
、「
只
見
線
を
利
用
し
た
旅
行
の

乗
車
賃
の
補
助
」
や
「
只
見
駅
前

の
美
化
活
動
の
苗
木
代
」、「
只
見

線
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
み
の
広
告
料
」

等
の
只
見
線
を
応
援
す
る
町
内
団

体
に
活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
（
最
高
20
万
円
）。
昨
年
度
は

43
件
の
申
請
が
あ
り
、
多
く
の
方
々

に
只
見
線
応
援
活
動
へ
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

只
見
線
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
売
り
上

げ
の
一
部
を
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
用
促

進
の
た
め
、
町
へ
寄
付
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
方
も
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
や
町
内
団
体
等
で
組

織
す
る
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
利
用
促
進

実
行
委
員
会
」
で
は
、
金
山
町
と

共
同
で
代
行
バ
ス
に
か
ぼ
ま
る
や
ブ

ナ
り
ん
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
小

出

－

只
見
駅
間
を
走
る
列
車
に
「
縁

結
び
列
車
」
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー

や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ

を
作
成
し
、
様
々
な
場
面
で
活
用
し

て
い
ま
す
。
特
に
コ
ー
ス
タ
ー
は
町

内
の
旅
館
や
飲
食
施
設
で
活
用
さ
れ

て
お
り
、
町
内
外
の
方
へ
広
く
只
見

線
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

―
只
見
線
の
観
光
路
線
化
に
向
け
て 

―

　
町
で
は
、
再
開
通
後
は
観
光
路

線
と
し
て
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
地
方
創
生
推
進
交

付
金
を
利
用
し
、「
只
見
線
観
光
路

線
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
３
か
年
で

行
っ
て
お
り
、
魚
沼
市
観
光
協
会
と

連
携
し
た
プ
ロ
レ
ス
列
車
や
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
観
光
地
巡
り
の
プ
ラ
ン
や
只

見
駅
か
ら
会
津
田
島
駅
ま
で
の
定
期

路
線
ワ
ゴ
ン
自
然
首
都
・
只
見
号
の

運
行
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
只
見
町
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
商

品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
誘
客
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
商
品
開
発
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。「
お
酒
」
や
「
マ
ト
ン
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
列
車
内
で
も

楽
し
め
る
も
の
、
お
土
産
に
な
る
よ

う
な
も
の
の
開
発
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
只
見
駅
周
辺
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
、三
石
神
社
を
は
じ
め
、

歩
い
て
回
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
想
い
を
乗
せ
た
全
線
復

旧
ま
で
間
も
な
く
で
す
。引
き
続
き
、

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
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